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伊賀市　事務事業評価シート ソフト事業

コード 名               称 コード 名            称

事業名 75 地域振興事務経費（ふるさと夏まつり助成金）
会計 01 一般会計
款 02 総務費

基本施策 61 市内外から多様な主体を受け入れる開かれたまちを 項 01 総務管理費
目 06 企画費

担当部課名 大山田支所　総務振興課 細目 102 地域振興経費
作成者氏名 池口　法行 連絡先 ４７－１１５０ 細々目 01 地域振興事務経費

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
　地区の住民、ほか不特定多数 　地域の活性化及び伝統や文化の伝承が図れた。

本
年
度
事
業
内
容

第28回大山田ふるさと夏まつり
　会　場　大山田せせらぎ運動公園
　主　催　大山田ふるさと夏まつり実行委員会（15団体）
　日　時　8月15日　昼の部　午後１：３０～１６：００　夜の部　午後１８：３０～２１：４５
　内　容　フリーマーケット等各種団体出展、ふるさと音頭、お祭り太鼓、創作花火、他
　来場者　5000人

開始年度 平成 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等 支所関係補助金等交付要綱（大山田支所）

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 2 2 2 H17 H18 H19

実行委員会参画団体 団体 15 15 16

人件費合計（A） 14,400 14,400 14,400

②支出内訳 事業費（B) 3,565 3,195 2,880
来場者（会場のみ） 人 5000 5000 5000（千円） 委託料

補助金 3,500 3,150 2,835

その他 65 45 45

合計（A+B) 17,965 17,595 17,280

③財源内訳 特定財源 国県支出金

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財 3,500 3,150 2,835

一般財源 14,465 14,445 14,445

上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

実行委員会参画団体 地域あげての取り組みを行う。 団体
15

15 16
目標

（ ）

来場者数
地域住民が参加する。（地域住民の交流、観光集客は副次的）

人
5000

5000 5000
目標

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

　２８回を数えるこの祭りは、大山田地域の住民が一同に会する大山田地域最大の祭りである。例年８月１５日のお盆に開催される。団体ごとの創作
花火や各種イベントなどが行われ、来場者は地区人口を上回る。また帰省した人の大きな楽しみのひとつでもあり、家族や地域住民の交流の場とし
て、地域活性に欠かせない行事である。旧大山田村においては、旧村合併（阿波、山田、布引）後の代表的な事業として取り組まれてきた。また、地
域おこしや地域の活性化事業として村行政が主体的に取り組んできた。
　（旧市町村での地域活性化事業については、予算の所管を越えて評価して欲しい。）

評
価

必要性 4

地域おこしに地域の各種団体が集まり、地域の活性化に労力を惜しまず取り組んでいる。
郷土祭りであり、地域文化（風習）の伝承がおこなわれる。

総合評価

有効性 4

A達成度 4

効率性 4
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